
る
。
す
で
に
本
末
転
倒
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
こ
の
状
況
を
招
い
た
要
因
の

ひ
と
つ
は
、
国
や
自
治
体
が
躍

起
に
な
っ
て
広
め
た
「
周
り
の

人
の
た
め
に
接
種
す
べ
き
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
「
思
い
や
り
ワ
ク
チ

ン
」「
親
孝
行
ワ
ク
チ
ン
」「
大

切
な
人
を
守
る
た
め
に
」
等
の

C
M
を
よ
く
目
に
し
た
。
こ
の

接
種
推
進
C
M
に
よ
っ
て
、
た

と
え
自
分
自
身
に
必
要
な
く
て

も
、
子
ど
も
や
若
者
も
「
家
族

や
会
社
や
社
会
の
た
め
に
接
種

す
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
が
広

く
浸
透
し
、
同
調
圧
力
が
生
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
そ
の
目
的
の
た
め
に
、

子
ど
も
や
若
者
達
に
自
ら
の
命

や
健
康
を
賭
け
さ
せ
る
こ
と
自

体
が
そ
も
そ
も
非
常
識
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
大
阪
府
泉
大
津

市
の
南
出
市
長
は
、
大
阪
市
立

大
学
の
井
上
正
康
名
誉
教
授

（
分
子
病
態
学
）
か
ら
教
示
を

受
け
、
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な

事
態
を
想
定
し
て
い
た
た
め
、

若
年
層
の
接
種
に
慎
重
な
姿
勢

を
示
し
て
き
た
。
今
後
は
こ
の

よ
う
な
自
治
体
も
増
え
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
未
成
年
者
（
0
歳
〜
20
歳
未

満
）
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
ろ
う

？
厚
労
省
の
資
料
（
図
①
）
に

よ
れ
ば
、
未
成
年
者
の
コ
ロ
ナ

感
染
死
は
こ
れ
ま
で
に
4
人
い

る
が
、
そ
の
内
の
3
人
は
元
々

重
度
の
基
礎
疾
患
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て

も
う
一
人
は
コ
ロ
ナ
感
染
で
は

な
く
事
故
で
亡
く
な
り
、
そ
の

後
の
P
C
R
検
査
で
陽
性
反
応

が
出
た
た
め
に
「
コ
ロ
ナ
感
染

死
」扱
い
に
な
っ
た
も
の
だ（
東

京
都
発
表
）
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ま
で
に
コ
ロ
ナ
感
染
で
死
亡
し

た
健
康
な
未
成
年
者
は
お
ら
ず
、

重
症
化
も
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な

い
。

　
こ
れ
ま
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
も

含
め
新
た
な
変
異
株
が
出
る
た

び
に
、
様
々
な
専
門
家
が
「
子

　
厚
労
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
ワ
ク
チ
ン
が
直
接
的
に
不
正

性
器
出
血
（
不
正
出
血
）
や
月

経
不
順
を
起
こ
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
」
と
明
記
し
て
い
る

が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
生
理
関
連

の
副
反
応
を
訴
え
る
報
告
が
3

万
件
以
上
に
上
っ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
で
も
同
様
の
事
例
が
多

発
し
て
い
る
た
め
、
米
国
立
衛

生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
が
昨
年

9
月
末
か
ら
調
査
を
始
め
て
い

る
。
生
理
不
順
や
無
月
経
、
生

理
痛
の
増
加
、
生
理
量
の
変
化

な
ど
の
症
状
だ
け
で
な
く
、
閉

経
し
た
が
生
理
が
再
開
し
た
と

い
う
副
反
応
ま
で
報
告
さ
れ
て

い
て
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も

不
正
出
血
や
月
経
不
順
を
訴
え

る
例
が
出
て
き
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
、

こ
の
他
に
も
心
筋
炎
の
症
例
が

多
か
っ
た
り
、
3
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
必
要
に
な
っ
た
り

と
、
厚
労
省
も
製
薬
会
社
も
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
数

か
月
の
間
に
い
く
つ
も
起
こ
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
今
回

の
ワ
ク
チ
ン
が
人
体
に
用
い
る

の
が
初
め
て
で
あ
り
、一
部「
臨

床
試
験
中
の
実
験
試
薬
」
だ
か

ら
だ
。
そ
れ
は
人
体
へ
の
長
期

的
な
影
響
が
誰
に
も
予
見
で
き

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
厚
労
省
は
「
審
議
結
果
報
告

書
」
の
中
で
「
接
種
後
長
期
の

十
分
な
安
全
性
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
留
意
が

必
要
で
あ
る
。
」
と
記
載
し
て

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
を

確
認
す
る
手
続
き
を
特
例
承
認

で
省
略
し
た
た
め
、
厚
労
省
も

今
後
数
年
に
わ
た
っ
て
何
が
起

こ
る
か
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
接

種
を
推
し
進
め
て
い
る
の
が
現

状
だ
。

　
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
が
生
殖
機

能
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も

注
意
が
必
要
だ
。
製
薬
会
社
が

厚
労
省
に
提
出
し
て
い
る
「
薬

物
動
態
試
験
の
概
要
文
」
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
成
分
が
卵
巣
や
精

巣
上
体
に
も
集
ま
る
動
物
実
験

の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
厚
労
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
も
含
め
、
こ
れ
ま

で
に
日
本
で
使
用
さ
れ
た
ど
の

ワ
ク
チ
ン
も
、
不
妊
の
原
因
に

な
る
と
い
う
科
学
的
な
根
拠
は

報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
前
出
の
井
上

正
康
名
誉
教
授
は
「
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
不
妊
の
根
拠
が
報

告
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
か

ら
数
年
〜
数
十
年
後
の
こ
と
で

あ
る
。
何
ら
か
の
異
変
や
有
害

事
象
が
起
こ
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。
臨
床
試
験
中
の
実

験
試
薬
と
は
そ
う
い
う
も
の
で

あ
り
、
動
物
実
験
で
危
険
性
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
治
験
薬
を
生

殖
世
代
に
接
種
す
る
こ
と
自
体
、

極
め
て
非
常
識
で
あ
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
い
る
。
す

で
に
全
国
の
医
師
3
9
0
人
が

連
名
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
中
止
を

求
め
る
嘆
願
書
を
厚
労
省
に
提

出
し
て
い
る
が
、
今
後
も
死
亡

や
生
理
不
順
や
無
月
経
、
生
理

痛
な
ど
の
健
康
被
害
が
増
え
続

け
れ
ば
、
薬
害
事
件
に
発
展
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

｠
こ
こ
に
掲
載
し
た
情
報
は
、

そ
の
大
半
が
厚
労
省
な
ど
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー

ス
情
報
で
は
、
接
種
の
メ
リ
ッ

ト
や
安
全
性
が
強
調
さ
れ
が
ち

で
、
リ
ス
ク
は
積
極
的
に
は
報

道
さ
れ
に
く
い
。
だ
か
ら
こ
そ

自
ら
情
報
を
取
り
に
行
く
こ
と

が
大
切
だ
。
新
聞
や
本
な
ど
様

々
な
情
報
に
触
れ
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
、

今
、
国
民
一
人
一
人
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

「ワクチン接種」が原因で
  死亡した人がいるのでは？

推

　察

厚労省ホームページなどから「未成年接種」を考える

意見広告

日本国内の死亡者統計（2020年 約137万人） 新型コロナ
感染死亡者【累計】

（2021年12月21日まで）

※厚労省HP：死因簡単分類別にみた性別死亡数を基にゆうネットが作成図③
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ど
も
も
重
症
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
発
言
し
て
き
た
が
、

実
際
は
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど

が
無
症
状
か
軽
症
で
済
ん
で
い

る
。
未
成
年
者
に
ワ
ク
チ
ン
が

必
要
な
い
こ
と
は
厚
労
省
な
ど

の
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
未
成
年
者
が
ワ
ク

チ
ン
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

多
く
の
重
篤
者
（
命
の
危
険
が

切
迫
し
て
い
る
患
者
の
こ
と
）

や
死
亡
者
が
出
て
し
ま
っ
て
い

る
。
昨
年
10
月
30
日
に
は
13
歳

の
少
年
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
4
時
間
後
に
入

浴
、
浴
槽
内
で
水
没
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
未
成
年
者
の
ワ
ク
チ
ン

副
反
応
疑
い
報
告
は
す
で
に

1
6
0
6
人
に
上
り
、
そ
の
う

ち
重
篤
者
は
3
8
7
人
、
後
遺

症
8
人
、
死
亡
者
は
5
人
に
上

　
未
成
年
者
に
と
っ
て
有
害
な

も
の
は
、
大
人
に
と
っ
て
も
有

害
な
可
能
性
が
あ
る
。
事
実
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死

亡
者
の
中
で
、
医
者
が
ワ
ク
チ

ン
の
影
響
を
疑
っ
て
厚
労
省
に

報
告
し
た
事
例
が
、
1
月
14
日

時
点
で
1
4
4
4
人
に
達
し
て

い
る
。
し
か
し
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
で
突
然
死
し
た
場
合
も
含

め
て
、
厚
労
省
は
一
人
と
し
て

因
果
関
係
を
認
め
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
通
り

「
現
時
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
原
因
で
多
く

の
方
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
い
う

見
解
だ
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

死
亡
し
た
人
た
ち
は
ワ
ク
チ
ン

と
関
係
な
く
、
そ
の
時
た
ま
た

ま
何
か
の
病
気
で
亡
く
な
っ
た

こ
と
に
な
る
。

｠　
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
死
亡
者
を
「
接
種
後
、
何
日

目
に
死
亡
し
た
か
」
で
分
類
す

る
と
、
死
亡
理
由
が
た
ま
た
ま

で
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る

（
図
②
）
。
も
し
本
当
に
死
亡

し
た
人
達
が
ワ
ク
チ
ン
と
関
係

な
く
、
た
ま
た
ま
そ
の
日
に
何

か
の
病
気
で
死
亡
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
日
毎
の
偏
り
は
さ
ほ
ど

大
き
く
な
い
は
ず
で
、
あ
る
程

未
成
年
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

重
篤
者
3
8
7
人・後
遺
症
8
人・死
亡
者
5
人

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
1
4
0
0
人
超
の
死
亡
は

本
当
に
関
係
な
い
？

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は
?

度
な
ら
さ
れ
た
分
布
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
実

際
に
は
接
種
し
た
翌
日
ま
で
に

死
亡
し
た
人
が
多
く
、
赤
線
の

よ
う
な
極
端
な
分
布
に
な
る
。

こ
の
統
計
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

死
亡
と
の
因
果
関
係
を
示
唆
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
個
々
の
因
果
関
係

は
分
か
ら
な
い
が
、
死
亡
者
の

死
因
も
千
差
万
別
で
は
な
く
、

血
栓
症
（
血
の
塊
が
血
管
を
塞

ぐ
病
気
）
や
循
環
器
系
（
心
臓

と
、
全
身
に
血
液
を
循
環
さ
せ

る
血
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
障
害

が
多
い
。
こ
の
偏
っ
た
分
布
と

死
因
を
見
る
限
り
、
ワ
ク
チ
ン

に
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
何
ら
か
の
有
害
性
が
あ
り
、

そ
れ
が
原
因
で
こ
れ
ま
で
に
健

康
な
若
者
も
含
め
、
多
く
の
人

が
死
亡
し
た
可
能
性
は
決
し
て

否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

図②　ワクチン接種後、何日目に死亡したか
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※新型コロナウイルス感染症の国内発生動向（令和4年1月18日24時時点）

健康な未成年者にワクチン接種は必要でしょうか？

厚生労働省ＨＰ　新型コロナワクチン接種後の死亡として報告された事例の概要（令和4年1
月21日）を基にゆうネットが作成

厚労省HPなどから推察される
コロナワクチン2つの事象
①接種後翌日までに死亡した人がい
　る。

②接種後死亡者の主な死因は、血栓
　症や循環器系障害。

POINT！

図①　新型コロナウイルス感染による死亡人数（累計）
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株式会社ゆうネット 新型コロナウイルス関連情報発信センター　　代表取締役 堤　猛　　福岡県福岡市中央区天神4-1-17  2F　　TEL 092-235-2470　（ご意見はメールよりお願いします。）

新型コロナは日本人にとって深刻な病気でしょうか？

https://jcovid.net/
右2次元バーコードからもご覧頂けます。皆様からのご支援で

活動しております。
累計寄付金額 204,524,752円
（2021年11月30日～2022年2月14日17時10分時点） ゆうネット　意見広告 検 索

メールまたは上記2次元バーコードより
ご意見をお寄せください

ご意見・ご感想をお聞かせください。

mail@dbank.jpメール

お子さんや
お孫さんに
ワクチンを
勧める前に

「新型コロナワクチンは、新型コロナウイルス感染症の発症を予防する高い効果があり、また、
感染や重症化を予防する効果も確認されています。時間の経過とともに感染予防効果や発症予
防効果が徐々に低下する可能性はありますが、重症化予防効果は比較的高く保たれていると報
告されています。」（厚生労働省HPより）
上記のようにすでにワクチンは一定の役割を果たしたと言えるかもしれない。しかし12歳未満の
子どもたちへの接種については慎重さも必要かもしれない。わが子や孫に接種を勧めるのか。
その判断材料となる資料やデータは全て厚生労働省のホームページなどに載っている。しかしそ
の正確な情報を知らない人は多い。ここでは厚労省のホームページなどから、接種前に知ってお
きたい最新情報をピックアップして、今一度、未成年者の接種について考えてみたい。

　予防接種とは、感染症の原因となる病原体に対する免疫が
できる体の仕組みを使って、病気に対する免疫をつけたり、免
疫を強くするために、ワクチンを接種することをいいます。

　一般に、感染症にかかると、原因となる病原体（ウイルスや
細菌など）に対する「免疫」（抵抗力）ができます。免疫ができ
ることで、その感染症に再びかかりにくくなったり、かかって
も症状が軽くなったりするようになります。

　予防接種とは、このような体の仕組みを使って病気に対す
る免疫をつけたり、免疫を強くするために、ワクチンを接種す
ることをいいます。

ワクチン、予防接種とは

※厚生労働省ＨＰより

わが子を守れるのは、あなただけ

※ここでの内容は、主に厚労省ホームページに掲載されている情報や各種報道による情報を基にしています。

厚労省ホームページなどから「未成年接種」を考えました。
詳しい情報は、下記ホームページをご覧ください。
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